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4点𝑂, 𝐴, 𝐵, 𝐶のうちどの 3点も一直線上にはなく、4点𝑂, 𝐴, 𝐵, 𝐶は四面体をなしている。 

𝑂𝑃⃗⃗⃗⃗  ⃗ =
1

3
𝑂𝐴⃗⃗ ⃗⃗  ⃗, 𝑂𝑄⃗⃗⃗⃗⃗⃗ =

1

2
𝑂𝐵⃗⃗ ⃗⃗  ⃗であり、𝑂𝑅⃗⃗⃗⃗  ⃗ = 𝑠𝑂𝐷⃗⃗⃗⃗⃗⃗ = 𝑠𝑂𝐴⃗⃗ ⃗⃗  ⃗ + 2𝑠𝑂𝐵⃗⃗ ⃗⃗  ⃗ + 3𝑠𝑂𝐶⃗⃗⃗⃗  ⃗とおける。 

直線𝑄𝑅上の点は 

 (1 − 𝑡)𝑂𝑄⃗⃗⃗⃗⃗⃗ + 𝑡𝑂𝑅⃗⃗ ⃗⃗  ⃗ =
1 − 𝑡

2
𝑂𝐵⃗⃗ ⃗⃗  ⃗ + 𝑡(𝑠𝑂𝐴⃗⃗ ⃗⃗  ⃗ + 2𝑠𝑂𝐵⃗⃗ ⃗⃗  ⃗ + 3𝑠𝑂𝐶⃗⃗⃗⃗  ⃗) = 𝑠𝑡𝑂𝐴⃗⃗ ⃗⃗  ⃗ + (

1 − 𝑡

2
+ 2𝑠𝑡)𝑂𝐵⃗⃗ ⃗⃗  ⃗ + 3𝑠𝑡𝑂𝐶⃗⃗⃗⃗  ⃗ ──① 

と表せる。 

直線𝑃𝐶上の点は 

 (1 − 𝑢)𝑂𝑃⃗⃗⃗⃗  ⃗ + 𝑢𝑂𝐶⃗⃗⃗⃗  ⃗ =
1 − 𝑢

3
𝑂𝐴⃗⃗ ⃗⃗  ⃗ + 𝑢𝑂𝐶⃗⃗⃗⃗  ⃗ ──② 

と表せる。 

 

𝑂𝐴⃗⃗⃗⃗  ⃗, 𝑂𝐵⃗⃗ ⃗⃗  ⃗, 𝑂𝐶⃗⃗⃗⃗  ⃗は一次独立である。直線𝑄𝑅と直線𝑃𝐶が交点を持つとき、ベクトルの一意性より 

 𝑠𝑡 =
1 − 𝑢

3
 ──③ 

1 − 𝑡

2
+ 2𝑠𝑡 = 0 ──④ 3𝑠𝑡 = 𝑢 ──⑤ 

③、⑤より 3𝑠𝑡 = 1 − 3𝑠𝑡 6𝑠𝑡 = 1 ∴ 𝑠𝑡 =
1

6
 ∴ 𝑢 =

1

2
 

④より 1 − 𝑡 + 4𝑠𝑡 = 1 − 𝑡 +
2

3
= 0 ∴ 𝑡 =

5

3
 ∴ 𝑠 =

1

6
∙
3

5
=

1

10
 

𝑂𝑅⃗⃗⃗⃗  ⃗ =
1

10
𝑂𝐷⃗⃗⃗⃗⃗⃗ であるから ∴ 𝑂𝑅:𝑅𝐷 = 1: 9 ⋯⋯(答) 


